
第6学年 図画工作科 学習指導案
目 時  平 成 1 6 年6 月3 0 日 休) 5 校時

児 童   男 15名  女 13名  計 28名

指導者  山 本J・淳

1 . 翻名
「1日校舎ビフォ→アフター」A表 現 (1)1材 料や場所などをもとにした楽しい造形活動 6勤躯い)

2中学習の主題

校舎内の様々な場所の特徴を生かして発想し、身近な材料を生かして、友人とともに自分たちの空間づく

りを楽しむD

3.期 について

(1)題 材について

本題材は、第5学年および第6学年の内容のA表 現 (1)励 料や場所などの特徴をもとに工夫して、楽

しい造形活動をする。」に対応した題材である。

新しい校舎の隣にある、取り壊されずに残つている古い旧校舎を、「明るく楽しいイメージの場所に変えて

いきたし、」という思いを広げて、窓や壁面を飾つたり、空間を利用して不思議なものをつくったりするなど、

学校の環境を変え、学校生活を楽しいものにしていく活動である。
旧校舎の中は階段や細長い廊下、長胸 ミ置かれた教室、行事で使う用具などがあり、変化があつて造形的

な活動がしやすい空間になっている。子どもたちがこの堀 からテーマに沿つて自由に発想し、思いついた

アイデアをもとに、ダンボすルや布などの身近な素材を生かしてつくつたり、つくつたもので楽しんだりで

きるようにしたし、

また、この活動を通して素材や空間に対する感覚を豊力斗こするとともに、これまでの学習を生かした力を

総合的に働かせて造形表現活動を行い、のびのびと自分の思いを実現する活動が期待できる。さらに、グル
ープで活動することによりお互いの思いを交流しながら協力して進め、場所やもの、環境を生かした活動が     ヽ

T層 広げられると考えている。

(2)児 童の実態

児童は、前学年まで 「わたしの中の風景 (絵に表す洵 や 「ゆめの商店街は大売り出し (工作に表す)」等

の題材の中で、自分の感じたことを色や形で表現することを楽しんできた。しかし、自分の表現に自信が持

てない児童や、創造的に表現することが苦手な児童もいる。
「造形遊ぴ」に関わる学習では、地域に伝わる民話 「岩じゃ山の大蛇」を運動会で全校表現するために、

学年2クラス (55名 )で 巨大な大蛇 (全長十数メートノリ を作り演技する活動を行つた。しかし、これま

で全体とt′て 「造形遊び」としての造形活動の経験が不足している。

(3)指 導にあたつて

指導にあたつては、子ども一人一人が表現したいことをもとに、これまでの造形体験を生かして表現した

り新たな表現を試みたりして、つくりだす喜びを味わうことができるようにしたし、具体的な手だてとして、

以下の4点 を考えている。   ′

まずは、「旧校舎どフォ→アフターm日校舎に〇〇が・…,・』」という題材名とテーマを設定することにより、

題材からの楽しい発想とともに、課題が整理さ'■、その場所をさらにおもしろくできないかを考えることが

できるようにする。

次に、活動に使う材料も自分たちの家庭などから集めさせるとともに、実際の場所を回りながらじつくり

話し合わせる。子どもたちが遊いいをもつて実際のさまざまな場所や材料にかかわっていくことから豊かな

発想を促すとともに、活動への興味。関心を高めていきたし、

また、各段階におぃて子どもの実態をとらえて意図的な参考作品を用意し、それらの正夫やよさを味わう
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ことにより、発想を広げたり、技能に気付かせたりして、課題解決の見通しがもてるようにする。

さらに、この題材では活動後に変身した1日校舎に1・ 2年生を招待して楽しんでもらう。自分たちの活動

を見せる相手への意識を大切にすることにより、単なるおもしろきでなく、誰が見ても楽しく美しいと思え

る色や形などのさらなる工夫を見出していくことができるようにしたし、

最後に、一X一 人の子どものこだわりや、そこに込められたメッセージというものを大切にしていきたし、

それぞれの子どもが選んだ場所、つくろうとするものには、大きなものもあれば′」ヽさなものもある。どちら

にしても、その子どもが何にこだわり、そこからい力寸こ発想を広げているかを重要視し、その思いの実現の

ために支援していきたし、

4.題 材の目標

(1)自 分なりの思いをもって、楽L′く意欲的に造形活動に取リネRもうとする。

(2)学 校のいろいろな空間の町数を見つけ、それをもとに自分らしい発想を広げ、つくるものの楽しきや美し

さを考えて、作品を構想する。

(3)自 分の思いの実現に向けて、効果的な材料や用具、つくり方を選びながら表現する。

(4)自 分や友だちの表現したものを見合い、いろいろな表し方の違いや思い、意図、工夫を感じ取る

5.題 材の学習計画と評価計画

(1)題 材の評価規準

IA表現 (1)】
≪ 関心 。意欲 ・態度 》 進んで芝要な材料を探したり、自分なりの思いをもつて納得するように表したり

して、楽しく意欲的に進形活動に取り組もうとする。
≪発想や構想の能力 》 学校のいろいろな空間の特徴を見つけ、それをもとに自分らしい発想を広↓成 つ

くるものの楽しさや美しさを考えて構想する。
≪ 創 造的 な 技能 》 場所や材料。などの特徴を生かし、自分の思いの実現に向けて、これまでの経験を

生かし、効果的な材料や用具、つくり方を選びながら表現する。

【B鑑 賞 (1)】
≪ 関心 ・意欲 ・態度 》 自 分や友だちの表現したものを見合い、いろいろな表し方の違いやおもしろさな

どを見つけ、自他の作品のよさを味わおうとする。
≪ 鑑 賞 の 能 力 》  自 分や友だちの表現したものを見合い、いろいろな表し方の違じや 思い、意図、

工夫を感じ取り、友だちと意見を変換したりして、感じたことや考えたことを伝

え合つている。

(2)学 習活動における具体の評価規準と評価計画

次
の

学 習 内 容 評 価 規 準 A 十 分に満足できる

C傍 力を要する)へ の手立て

１

次

め

出

会

い

野外美術や空間

を利用した美術

作品を見ること

により、場と空間

の関わりで表現

する楽しさを感

じる。

【関 ①】場や空間と表現とのかかわりに関
心を持ちその可能性に気づいてい

る。

【鑑脚D】美術作品を見て感じ取つたことを、

友だちと話し合おうとしている。

【鑑能①】様々な造形作品の意図や特徴から自

分の表現のとントを見つけている。

【総 氏】場や空間と表現との力均材つり

に関心を持ち、その可制隅こ

気づき、積極的に発表してい

る。

Cへの手立て→友だちとの発想の究施

参考作品からのとント。

２
次
ω

試

す

学校 (1日校3の

いろいろな場所

を見て回り、自分

の表現したい場

所を決めて構成

を練る。

【発 ①】校内の場や空間の特徴から、造形

活動のイメージを広げている。

【関②】進んで多くの場所をまわり、自分の

発想を広げようとしている。

[発①A】枝内の場や空間の特徴から、

造形活動のイメージを広|★

具体的に構想している。

Cい、の手立て→友だちとの発想の交札

場の町数こついてのオ1青吾
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３
次
の

広

げ

る

材料を工夫し、場

の特徴を生かし

ながら、制作を進

める。

①】

③】

②】

倉J

関

発

自分の思いの実現に向けて、材料

や用具、作り方を工大して表して

いる。

友だちと協力し合い、自分なりの

思いをもつて取り組んでいる。

実際の活動の中で、場や空間にあつ

た新たな発想や工夫を考え出して

ヽ`る。

友だちの作品の材料や、できあがる

】酌怪に目を向け、関心を持ってい

ると

参考作品からt場 所、材料、つくり

方、イメージ等に目を向けt組 み合

わせからできる空間の美しさやお

もしろさ等にういて気付いたこと

を話している。

安全を配慮し、材料や道具をェ夫し

てつくることができている。

校内の場や空間の特徴を作品に生か

している。

輸ЮA】自分の思いの実現に向けて、
ヽ

材料や用具 作り方を工夫し、

脚 勺|じ長している。

Cへの手立て→友だちとの発想の軌

参考作品からのとント。

場の特徴や材料について

の樋

【約 A】友だちと協力し合い、自分な

1  り
の思いをもつて、意欲的に

取り組んでい札

Cへの手立て→個別|ヨ咽「乳 芦か帆

【館関②】

【焼婦宙骨と〈2)】

②】

③】

差含J

倉J

ω
　
本
時

活動を振り返り

ながら、材料をエ

大し、場の特徴を

生かしながら、制

作を進める。

像9

活動を振り返り

ながら、材料・を工

夫し、場の特徴を

生かしながら、制

作を進め、作品を

仕上げる。

４
炎
ω

よ

さ

を

味

わ

う

できあがつた作

品を見合い、表現

の工夫や楽しさ、

思いや意図など、

お互いの作品の

よさを味わう。

【鑑@h】 自他の作品を見比べたり、友

だちと意見を変換したりし

て、感じたことや考えたこと

を、自分なりの旨業でたくさ

ん伝え合つている。

Cへの手立て→友だちとの態想の航

軸 柳 転を苺 車

自他の作品を見比べたり、友だち

と意見を変換したりして、感 じた

ことや考えたことを伝え合つてい

る。

自他の作品を見比べ、違いや共通点、

作品のよさや工夫を見つけようと

している。

場や空間の特徴を生かした表現の楽

しさやよさを感じている。

【ま墨を自と〈□》】

【3署議拝契尋(3)】

④】関

6口 辞朝簡

≪鋼 ≫棚

融

《魅 》榊

融

段ボール瀬、各種の紙源、セロハン紙、ビニールテープ、テグス、本ぎれ、斜金など

段ボールカッター、接着剤 (木工用ボンい、ガムテープ、セロテープなど

身辺材料

はさみ、のり、カッター、水彩絵の具など

7.和 寺の瑠 樺

(1)本 時の目標
。 自 分の思いの実現に向けて活動を振り返りながら、材料や用具、作り方を工夫し、場の特徴を生かして

制作を進めることができる。
・ 友 だちと協力し合い、自分なりの思いをもつて、意叡的に取り組むことができる。
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(2)t本時の展開

学 習 内 容 と活 動

予 想 され る児 童 の 反 応

指 導 …上の 留 意 点

評 価 馴 障 )

1_題 材名や前時の活動を想起する。

①本題財名とテーヤを確認する。

・前時までの計画に従い、材料 と用具の準備をすませ

ておく。
・確認のため、題材名とテーマを一斉乱

・児童の作品を数枚見せることにより、前時の活動を

想起できるようにする。

・確認のため、めあてを一斉読

・参考作品を掲示することにより、本時の活動の手掛

かりとできるようにする。

◆参考作品から、場所、材料、つくり方、イメージ等

に目を向け、組み合わせからできる空間の美しさや

おもしろさ等について気付いたことを話している。

躍舶Э】鶴 罰
・友だちの見方や感じ方をもとに、視点を明ら力Wこし

ながら鑑賞させる。
・作業の安全については、具体的に注意する。

「旧校舎ビフォ→アフター

〇前時の活動をふりかえる。

臣韮饗襲薬i五:ヨ

2.め あてや本時の活動内容を確認する。

①本H寺めあてを確認する。

しヽて、材料を工夫し、自分の思いを表現しよう

①場や空間の特徴を生かした表現を銃賞し、感じ取つ

たことを話し合う。

|::::::::::::i:::::i:::1::::::::::::::::::::i
O安 全面や本時の活動内容を確認する。

3a表 現する。(グループごとに制作を進める。)

①場所の特徴を生かし、材料を工夫して、自分の思い

を表現する。

1,～
～を並べてみよう。

ト
ー 謝 してみよう。

|・
― 激 き訪 ひ よう。

IB～
～を囲つてみよう。

|口～～を巻いてみよう。

|・どうやつてくっつけよう力堆 ?

|・どんな材料を使おうかな?

|'～
～したら、すてき溜名

卜～～したら、おヽしろ↓形●WOになつた
|。こんなふう1寸組ニ モ〕つと楽しくなる鬼

・自分の思いが効果的に表現できているか、実際に設

置しながら検討するようア膨ミイスする。
・計画に縛られすぎないように、新しいアイデアが出

たら積極的に認め、いるいろな表し方を試すことが

できるようにする。
'友だちや他のデ汁 プの制作にも目を向け、よいと

ころは進んで取坊相をるように声がけする。

◆思いの実現に向け、材料や用具、作り方を工夫して

表している。賄Ю 】(途中作品、行動観捺、会話や
つぶやき、学督カーい

<Aと 判断できる具体的な様相の例>

思いに合わせて、いろいろな表し方を試そうとし

たり、つくり直したりするなど自分が漁ヽ得いくまで

進んで試みようとする。酪断訂均)

<Cへ の手立て>

友だちの活動ク邦召介。場の特徴や材滞出こついての

対話

◆協力し合って、楽しく取り組んでいる。1関③】(表

情、行動観農、会話やつぶやき)
<Aと 判断できる具体的な様相の例>

自分の思いに合わせて、その場に合つた材料を探

したり、楽しく変身できそうな場所を選んだりし、

楽しい造形活動をしようとする。(主体的)
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終

末

4.振 り返りをする。

①自己評価をする。

lα範 父主曽勢整 豊袋 と、二偽望艶鎮上往ヨp__
|・Aル 片 プ引衛 で キラキラし渇】Ⅲ脇ミ星のようでき,Ⅲ、 |

隆 空 控 隻 堅 ェ =型 _挫 控 【 ユ _十 一 一 」

①感想を発表し合う。
!‐1「■

~~ri~F~ir~~iFrfi古
千二

~~こ
こデFT~~rTFR~~ri― i

|・段ボィルをカッターで九形に切り抜くのが雛しかつたけ▲ うまく|

できた

。C君の窓を水槽にしようというアイデアがすばらしかつた

翌望野邸とと里吻空中 空全αB―申 聖上|

5.次 時の活動への見通しを持つ。

・学習カードを用意し、活動を振り返り自己評価、相

互評価できるようにする。また、次時の活動′ヽ、の意

欲を喚起する。
・友達の作品のよさを見つけたり、自分の活動を振り

返つたりすることにより、思いをさらに温めること

ができるようにしたし、

◆友だちの作品の材料や、できあがる過程に目を向け、

関心を持っている。【鑑関②】酪 発表、学習カー

ド)

<Aと 判断できる具体的な様相の例>

自分や友だちのつくりつつあるものに関心をもつ

て見ようとし、その造形から、アイデアの楽しさや

工夫などに共感し、それを大切にしようとする。

'次時の活動を知らせ、意欲を喚起する。

(3)非 都ψ 討噺面
・ 材 料や用具、作り方を二夫し、場の特徴を生かしながら作ることができた力、
・ 友 だちと協力し合い、自分なりの思いをもつて、楽 しく取り組むことができた力、
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阻鶴翁圏つ番争留?得囲隔皿憾岱隠◎◎翻響軸勘
日 (  )

1.今 日 の 活 動 内 容

6年  組  番 名前

今日の自分のアイデアや工夫、使った道具や材料、つくつたものなど、具体的に

しょう。図や絵でも表しましょう

2_ 活 動 の 振 り返 り

「よくできた」と思うところにOを 書き入れまLrょう。

流 た ち  か ら

【関財競指と撤力して活動できたか。

【発】/7trデアを思いついたり、拙 く王夫したりできたか。

【創】場所の特徴を生かし、材料や用具を選ん強 たか。

【鑑】流だちや作品のよさを見つけることができたか。

自己評価したら、同じグループ内でカードを回し、お互じW毒平価しましょう。

のよかったところを、どんどん見つけよ

3.感 想 と 決 国 の う言動 予 定

碑 しかつたところ、うまくできたところ、友だちのよさ、

ただらのアイデアや:峡、自慨 )力L―ガフイ断古のよき、…なD



わかる授業評価カード

造形遊びの評価をしてみましよう。

学校名(        )氏 名 (           )

学級担任になったつもりで山村学級の児童の本時の活動の様子から、発想 :構想や倉」造的な技能な

どの視点で児童のよさを見つける評価をしてみましょう。そして、研究協議で出村先生に伝えてくだ

さい。                                     1

観 コ点 関心 ・意欲 ・態度 発想 。構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

児童 に自己評価 させる項

目の文

【関】友だちと協力
して活動できたか。

【発】アイデアを

思いついたり、楽
しく工夫したりで

きたか。

【創】場所の特徴を生

かし、材料や用具を選
んで使えたか。

【鑑】友だちや作品の

よさを見つけることが

できたか。

本時の学習活動における

具体の評価規準 (B)

協力 し合つて、楽 し

く取り組んでいる。

思いの実現へ向け、材

料や用具、つくりかた

を工夫 して表 してい

る。

友 だ ち の 作 品 の材 料

や 、で きあが る過程 に

目を向け、関心 をもつ

ている。

Aと 判断できる具体的な

様相の例

自分の思いに合わ

せて、その場にあっ

た材料を探 したり、

楽 しく返信できそ う

な場 所 を選 ん だ り

し、楽 しい造形活動

をしようとする。

思いに合わせて、いろ
いろな表し方を試そう
としたり、つくり直し

たりするなど自分が納

得いくまで進んで試み
ようとする。

自分や友だちのつくり
つつあるものに関心を

もつて見ようとし、そ
の造形から、アイデア
の楽 しさや工夫などに

共感 し、それを大切に

しようとする。

児 童 名 評価 コメン ト 評 価 コメン ト 評価 コメン ト 評価 コメント

2

3

4

5
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